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国 

学
２
２
７
年
、
一
中
１
４
５
年
の
歴
史
を
誇
る

首
里
高
校
で
は
、
社
会
で
活
躍
す
る
同
窓
生
を

講
師
に
、
毎
年
12
月
９
日
の
創
立
記
念
日
を
中

心
と
し
て
創
立
記
念
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。  

 

今
年
は
12
月
４
日(

木)

に
本
校
40
期
生
で
琉
球
大
学

学
長
の
喜
納
育
江
先
生
を
お
迎
え
し
、
「
未
知
の
世
界
に
挑
み
、
親
し

む
―
『
海
邦
養
秀
』
の
精
神
で
拓
く
人
生
」
と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。
３
つ
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
軸
に
、
研
究
の
視
点
、

「
海
邦
養
秀
」
の
精
神
、
多
様
性
へ
の
気
づ
き
な
ど
が
語
ら
れ
、
時
間

の
経
つ
の
も
忘
れ
る
内
容
で
し
た
。  

 

講
演
会
後
は
生
徒
代
表
の
知
念
翼
さ
ん
（
首
里
中
）

が
お
礼
の
こ
と
ば
を
延
べ
、
赤
嶺
陽
愛
果
さ
ん
（
南
風

原
中
）
・
吉
嶺
悠
さ
ん
（
首
里
中
）
か
ら
花
束
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
学
長
と
し
て
極
め
て
ご
多
忙
の
中
、
後
輩

の
た
め
に
貴
重
な
お
話
を
お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
喜
納
育

江
先
輩
に
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。  

第 82期生修学旅行が、約

350名の生徒と12名の

引率団による県内最大規模

で、12月 ８ 日（月）か ら12

日（金）までの４泊５日の日

程で実施されました。 

 本校の修学旅行は、「首里高生に求められる資

質・能力の育成」を踏まえ、キャリア教育の一環と

して現役大学生が案内する「東京学生エスコート」

の導入や鎌倉散策や浅草寺・仲見世通りの見学な

ど、歴史と文化に触れる活動を実施。さらに、全日

程を同一ホテルに連泊することで移動時間を短縮

し、生徒の負担軽減を図りました。 

 修学旅行を通して生徒は見聞を広め、友情を深

め、年明けの「３年ゼロ学期」に向けた良いスター

トを切ることができたと確信

しています。添乗員の日本旅行

をはじめ、看護師の皆さま、引

率の先生方本当にありがとう

ございました。 

琉 

球
新
報
教
育
賞
は
、
教
育
現
場
で
真
摯
に
子
ど
も
た
ち
と
向
き
合

い
、
意
欲
的
な
研
究
や
創
意
工
夫
を
重
ね
る
教
諭
を
顕
彰
す
る
た
め

に
創
設
さ
れ
た
賞
で
す
。
第
８
回
と
な
る
今
回
は
、
本
校
家
庭
科
の
川
満
玲

奈
先
生
が
そ
の
教
育
実
践
を
評
価
さ
れ
、
他
の
７
名
の
小
・
中
・
高
の
先
生

方
と
と
も
に
受
賞
し
、
12
月
11
日
（
木
）
に
琉
球
新
報
ホ
ー
ル
で
贈
呈
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

川
満
先
生
は
、
家
庭
科
教
育
を
軸
に
ク
ッ
キ
ン
グ
部
や
家
庭
ク
ラ
ブ
な
ど

の
活
動
を
通
し
て
生
徒
の
興
味
関
心
を
引
き
出
し
、
実
践
的
な
学
び
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
全
国
大
会
上
位
入
賞
に
導
き
ま
し
た
。
ま
た
、
他
教
科
の

先
生
方
と
連
携
し
、
探
究
心
を
育
む
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設

計
・
実
践
し
た
点
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
ご
両
親
を
始
め
、
首
里
高
校
や
県
内
の
家
庭

科
の
先
生
方
が
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
、
キ
ャ
リ
ア
推
進
部

や
ク
ッ
キ
ン
グ
部
員
か
ら
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
動
画
も
披
露
さ

れ
ま
し
た
。 

 

川
満
先
生
の
受
賞
を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
今
後
の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。  

自 然に対する興味・関心を深め

るとともに、郷土の自然や環

境保全について学ぶことを目的

に、12月12日（金）１年生による

理科野外実習が実施されました。 

 当日は心配されていた雨もあが

り、ぽかぽかとした陽気の晴天に

恵まれました。生徒たちは４団に分かれ、那覇か

ら北部にかけての自然景観の車窓観察、東村慶佐

次湾のマングローブ、名護市底仁屋に見られる嘉

陽層と褶曲、そして恩納村安富祖の県民の森にお

いて野外学習を行いました。 

 普段の理科室での学びを、実際の現地での観察

活動を通して深めることができ、科学的・探究的

な資質・能力の育成につながったものと感じてい

ます。本実習を企画・指導し

てくださった理科の先生方を

はじめ、引率にあたられた１

学年の先生方に、心より感謝

申し上げます。  


